






























　基礎研究は，2010 年 4 月から 10 月までの期間に撮
影した（全人工関節と測定困難な変形性膝関節症等を
除く）16 歳～ 60 歳の患者 280 名 368 膝（男性 150 例






　臨床研究は，2012 年 8 月から 2013 年 6 月の期間に
膝関節軸位像（全人工関節と測定困難な変形性膝関節
症等を除く）16 歳～ 86 歳の患者 103 名 118 膝（男性




ら外側 B を結ぶ直線 AB の中点に直行する線が膝蓋
骨辺縁の上縁 C と下縁 O および大腿骨上縁との交点
を Cʼ とした。CO，CCʼ を 0.1mm 単位で測定し CO/
CCʼ 比を求める。膝蓋骨に正確な正接軸位であれば














撮影法 0.30，従来法 0.40，p ＜ 0.001 と有意に減少し
た。また手術後経過観察の同一患者による再現性 5 回
































　Skyline-view 撮影法は，数ある X 線撮影法の中で再
撮影や再現性において，困難な撮影法の 1 つとされて
いたが，今回提案した新撮影法によって，簡便でより
正確な軸位画像を提供することができた。また，再現
性も向上も示唆され，多くの膝関節疾患を持つ患者の
QOL に寄与することが期待できると考えている。
